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平成18年度診療報酬改定結果検証に係る調査  

歯科診療における文書提供に対する患者意識調査  
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1． 目的  

歯科医師の文書作成にかかる時間等の実態を把握するとともに、患者に対する文書提供  

によるきめ細かい情報軽供の効果および患者の満足度等を把握することを目的とした。  

2．調査対象  

本調査においては、施設調査と患者調査を実施した。   

施設調査の対象は、全国の歯科診療所から無作為抽出（都道府県別に層化）した1，000  

施設、全国の歯科関連の診療科を標揺する病院から無作為抽出（単純無作為抽出）した129  

施設t、および全国の歯科大学・大学歯学部附属病院の全数（32施設）を調査対象とした。  

なお、歯科診療所については「保険医療機関等における医療費の内容が分かる明細書の発  

行状況調査」の調査対象と同一である。   

患者調査では、A健康保険組合において平成18年9月に歯科医療機関を受診した経験の  

ある被保険者本人の中から5，000名を無作為に抽机し、調査対象とした。  

3．調査方法  

施設調査、患者調査ともに、自記式調査票の郵送配布・郵送回収とした。   

施設調査では、施設属性項目および文書軽供関連項目（患者数、時間数等）を調査した。  

文書提供関連項目のうち、患者数、時間数等については、平成18年11月15日～21日の1  

週間の状況をプロスペクティプ（前向き）に調査Lた。なお、診療所については本調査の  

調査票と「保険医療機関等における医療費の内容が分かる明細書の発行状況調査」調査票  

を同封して配布Lた。   

また、歯科大学・大学歯学部附属病院においては、所属する歯科医師数が多いことから、  

施設属性項目票と文書提供関連項目票とに分割し、前者については事務部門が記入、後者  

については歯科医師が記入するものとした。文書提供関連項目票については、各大学病院  

に調査票を】0枚配布し、愚者に文書提供を行う頻度の高い、歯周病治療または歯科補綴治  

療に従事している歯科医師が記入するものとした。   

患者調査については、ご協力いただいたA健康保険組合の封筒に封入し、A保険組合名  

で調査協力を依稀する文書を同封して、配布した。   

調査実施時期は、施設調査は平成18年11月、患者調査は平成18年12月とした。  

4，調香項目  

施設調査については、施設属性項目と文書提供関連項目を調査した。詳細は以下のとお  

りである。  

図表1調査項目（施設調査）  

区分   調査項目   

施設属性項目  開設主体、医療機関種別、標梼診療科、職月数（歯科医師、歯科衛生  

士、受付秘書・歯科助手）、届出施設基準   

文書提供関連  1日あたり絶息音数（初診・再診）   

項目   ・1日あたり文書を作成して提供した終息者数  

1日あたり総診療時間数  

・1日あたり文書作成に費やした時間数  

・文書作成方法、文書提供による診療への影響  

■ 歯科医師の立場から見た患者満足度・理解度の変化等  

患者調査については、文書提供を受けた患者の満足度を把握するため、以下の項目を調  

査した。  

図表2 調査項目（患者調査）  

区分   調査項目   

患者属性項目  ・性別・年齢  

・受診医療機関（所在地、種類）、受診理由   

文書提供関連  ・文書提供の有無、文書の内容、わかりやすさ   

項目   ・文書提供に対する満足度  

・今後も文書をもらいたいか  

一病院歯科は少ないため、抽出率は診療所の抽出率の5倍とした。  
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5．結果  

（1）回収の状況  

り 施設調査   

施設調査における回収率は、診療所が53．7％、病院が45．7％、であった。歯科大学・大   

学歯学部附属病院では、施設属性項目票の回収率が78．1％であった。  

図表3 回収の状況（施設調査）  

（2）施設の状況（平成18年11月）  

り 開設主体   

開設主体についてみると、診療所では、「個人」（紬．8射が最も多く、次いで「法人」（12．1％）   

となっており、病院では、「法人」（37．3％）が最も多く、次いで「公的医療機関j（27．1％）   

となっている。また、大学病院では、「法人」（64．0％）が最も多く、次いで「国」（36，鴫）   

となっている。  

図表4 開設主体  

O1  101  201  301  401  501  ¢01  TO1  801  901 100l  調査対象  有効回収数   回収率   

診療所（1000施設）  537   53．7％   

病院（129施設）  59   45．7％   

歯科大学・大学医学  25   78．1％  

部附属大学病院   226  
文書提供関連項目票（320票）  

（25病院分）  

不明  8  

※白票を除き有効回収数とした。  

2）患者調査   

被保険者本人5．000人を対象とした患者調査における回収数は2，200件で、回収率は  

44．0％であった。   

li盲古壷医南東盲哀全盲由扁体i姦人′田 

※参考：開設主体の内訳  

国   厚生労働省、国立病院横構、国立大学拉人、労働者健康福祉機構等   

都道府県、市町村、日赤、済生会、北海道社会事業協会、厚生連、国民健  
公的医療機関     康保険団体連合会等   

社会保険関係  全国社会保険協会連合会、厚生年金事業振興周、船員保険金、健康保険組   

‘団体   合及びその連合会、共済組合及びその連合会、国民健康保険組合等   

公益法人、医療法人、学校法人、社会福祉法人、医療生協、会社、その他  

個人  

なお、以下本報告書中では、「歯科大学問す  

皇ものとする。  



ク）標嘩診療科   

標愕診療科についてみると、診療所では、r歯科」（98，3％）が最も多く、次いで「小児歯  

科」（43．2％）となっており、病院では、「歯科口腔外科」と「歯科」（ともに57．6％）が最も  

多い。また、大学病院では、「歯科」と「歯科口腔外科」（ともに92．0％）が最も多い結果で  

あった。  

3）職員数（常勤換壬）  

歯科医療機関における職員（歯科医師、歯科衛生士、受付秘書・歯科助手・その他の職   

員数（常勤換算））について調査した。  

歯科医師数は、診療所では73．9％が「2人未満Jであるが、病院では45．8％が「2人未   

満」であった。大学病院でははとんどが「4人以上」であった。  

図表9 歯科医師の職員数（常勤換算）  

Ol  101  2叫  301  481  ＄O1  88t TO1  801  801 10【Il  

図表5 標橋診療科（全体）（複数回答）  図表6 標模診療科（診療所）（複数回答）  

合計佃＝d29メ  
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図表了 標構診療科（病院）（複数回答）  国表8 標橋診療科（大学病院）（複数回答）  

】・2人未満占…人夫薦凸3⊥i⊥未満・4人以上朋帽害   

※非常勤職員等の人数は常勤換算しているため、小数点以下の区分が生じる場合がある。  

歯科衛生士数についてみると、診療所では「2人未満」が28．1％、病院では「3人以上」  

が32．2％と、それぞれ最も多くなっている。大学病院ではほとんどが「3人以上」であっ  

た。  

図表10 歯科衛生士の職員数（常勤換算）  

Ot l01  2（Il  ユO1  181  5【Il lnl T81  801  拍I 108l  
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001   200ヽ   4001   880■   80ql  ＝】Ot）t  大事■■いド劃‖  
80t    2¢01   ▲8ql   ㈹81   10月I l別＝ほ  

「＿∴∴ ■  ．、、－ ・、■，、＼「■∴＼・  ⊥  

書国讐  
（付こ8）  

l・亘中人≠i云2～盲Å乗車ii⊥ふ‡′亘盲蚕豆】   

※非常勤職員等の人数は常勤換算しているため、小数点以下の区分が生じる場合がある。   



受付秘書・歯科助手・その他の職員数についてみると、診療所では「2人未満」が32．2％、  

病院では「2人未満」が39．0％と、最も多かった。大学病院ではほとんどが「3人以上」で  

あった。  

図表11受付秘書・歯科助手・その他の職員数（常勤換算）  

Ol 101  2肌  30I 」川1  5【〉1  801 101  801  90I tOOl   

4）届出施設基準  

届出施設基準についてみると、診療所、病院、大学病院いずれの施設においても、「補綴   

物維持管理料」が最も多く、次いで「歯科疾患総合指導料1」という結果であった。  

図表12 届出施設基準（全体）（複数回答）   図表13 届出施設基準（診療所）  

（複数回答）  全休  
（N＝828）   

診療所  
（H＝537）  

病院  
（H＝59）   

大肇病院  
（N＝25）  

女回ち   
（N＝8）  

倉肘（H＝821）  

00■   200ヽ  10．0t   一00t   800■  l別＝川   

■療稀（N＝5∽〉  

○αl   加01   40（Iヽ   t08t   80Ot lM、Ot  

■■■■■t■■   

■斡痍■鐘合繊尊銅t   

■鞠ホ息■さ樗場料2  

■国書  

■軌痍∬■倉博一欄1  

書科よ慮■倉躊書嶋2  

3■    捕●■■縛曹■料                       ■回書  

図表14 届出施設基準（病院）（複数回答）  国表15  届出施設基準（大学病院）  

（複数回苔）  

大事貞鏡（N＝25）  

l‖lt   200I  ■00t   帥01  80（〉l l000t   
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※非常勤職員等の人数は常勤換算しているため、小数点以下の区分が生じる場合がある。  
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（3）文書提供患者数および文書作成に係る晴間教  

本調査では、文書を作成し提供した患者数や、文書作成に係る時間について、平成18年  

11月15日～21日を対象期間としプロスペクティプ（前向き）に調査した。ただし、再診  

患者に文書を提供するのは月初めとなることが多い。本調査の実施期間は月の半ばである  

ため、1日あたりの平均的な文書を提供する患者数等、文書作成時間数等については、月初  

めでは本調査結果と比較すると、より多くなると考えられる。  

1）1日あたり総患者数、文書を作成して提供した総患者数（歯科医師1人あたり）   

歯科医師1人あたりの1日あたり平均終息者数、文書を作成して提供した総患者数、総  

患者数に占める文書提供患者の割合を算出した。1日あたり平均を算出するにあたっては、  

総診療時間が「0」の目を休日とみなし、休日を除いた平均を算出した。   

その結果、歯科医師1人あたりの文書を作成して提供した総患者数は全体で4．84人、診  

療所で5．別人、病院で3．49人、大学病院で2．97人であり、1日あたり総患者数に占める  

文書を作成して提供した総患者数の割合の平均は、全体で33．77％、診療所で32．04％、病  

院で24．04％、大学病院で39，91％であった。  

図表161日あたり総患者数、文書を作成して提供した総患者数、総患者数に占める文書  

提供患者割合等（歯科医師1人あたり）  

2）1日あたり総診療時間数、文書作成時間数（歯科医師1人あたり）  

1日あたり総診療時間数、文書作成に費やした総時間数、総診療時間数に占める文書作成  

時間割合についても、総診療時間が「0」の目を休日とみなし、休日を除いた1日あたり平  

均値を算出した。1日あたりの文書作成に要する時間は、全体で25．63分、診療所で30．53  

分、病院で15．40分、大学病院で17．52分となっている。   

また、1日あたり紐診療時間に占める文書作成時間割合の平均は、全体で8．03％、診療  

所で8．92％、病院で6．60％、大学病院で6．40％であった。  

図表171日あたり総診療時間数、文書作成に費やした総時間数、総診療時間に占める文  

書作成時間割合（歯科医師1人あたり）  

全体  診療所  病院  大学病院  不明  

（n＝783）  （n＝495）  （n＝56）  （n＝224）  （n＝8）  

4丁は無効  42は無効  3は無効  2は無効   

1日あたり総診療  228．35  362．75  245．33  308．06  319．55  

時間数（分）  360．00  39臥34  317，50  300．00  319．09  

標準偏差   143．79      130、50  132．26  1477．01  101．95  

うち、文書作成  25．63  30．53  15．40  17．52  20．92  

に費やした総  19，00  22．73   臥60  13．17  15．00  

時間数（分）   26．86  30．45  17．44  15．62  14，32   

総診療時間数に占  8．03   8．92   6．60   6．40   8．21  

める文書作成時閉  6，11   6．94   4．46   4．59   5．22  

割合（％）  標準偏差  8．88   9．31   6．36   8．21  7．09  

全体  診療所  病院  大学病院  不明  

（n＝783）  （n＝495）  （n＝56）  （n＝224）  （n＝8）  

押は應効  42け無効  3は無効  2は無効   

総患者数（人）    平均情   7．38  18．04  

中央偶   12．33   17．25  11，47   6．37  1g．60  

標準偏差   10．25   10．47  7．6g   4．15  9．46  

うち  平均惜   2．14   2．78   1．75   0．77   3．34  

初診患者数  1．50   2．17   1．33   0．40   3．67  

（人）  標準偏差  2．26   2．43   1．58   1．08   2．25  

うち  平均値  12．86   15．89  10．80   14．70            6．61  

再診患者数  11．00  14．33  10．00   5．50  15．69  

（人）  標準偏差   8．85   9．17   6．72   3．72   7．36  

うち、文書を作成  4．84   5．81   3．49   2．97   6．78  

して提供した総  3．60   4．67   2．40   2．40   6．14  

患者数（人）  標準偏差   4．37   4．72   3．62   2．68   5．20  

総患者数に占める  33．77  32．04  24．04  39．91  35．89  

文書提供患者割合  28．66  28．21  23．69  34．72  38．50  

（％）  標準偏差   23．86  22．30  19．22  26．75  19．68  

また、以上の結果から、患者1人あたりの文書作成に要する時間は、全体で約5分（＝  

約26分／約5人）と推察できる（診療所で5．3分、病院で4．4分、大学病院で5．9分）。  

※ 絶息者数、文番を作成して提供した総患者数、総診療時間数、文香作成に汗やした総時間数のいずれ   

かが無回答の曜日データは除き（無効とした）、1日当たりの数値を集計した。さらに病院、診療所に   

おいては歯科医師数（常勤換算）で除し、歯科医師1人当たりの数値とした。大学病院においては調   

査票をl人あたりで作成しているため、歯科医師放で除していない。  

※ なお、病院、診療所において、施設の歯科医師数（常勤換算）がl人に満たない場合には、実際に診  

療している時間には実人数1人とみなし、1人で除すものとした。  

※ 総患者数に占める文香提供患者割合（％）、総診療時間数に■弓める文菩作成時間割合（％）の平均は、  

施設ごとの割合を平均したものである。  
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3）】日あたり総診療時間数に占める文書作成時間割合（歯科医師1人あたり）  

1日あたり総診療時間数に占める文書作成時間割合の分布状況についてみると、診療所で  

は「5％～10％未満」（32．6％）が最も多く、次いで「10％以上」（27．7％）となっており、  

病院ではr5％～川％未熟（27．1％）が最も多く、次いで「1～3％未満」（22．0％）となっ  

ている。大学病院では、「5％～10％未満」（28．8％）が最も多く、次いで「3～5％未満」（21．7％）  

となっている。   

ただし、前述したように、調査期間を月初めに設定した場合には、実際の1日あたりの  

文書作成に要する時間は、この結果より多いものと考えられる。  

図表柑1日あたり総診療時間に占める文書作成時間割合の分布  

Ol 101 ～0ヽ  30ヽ  り1  501  もOl TO1  80ヽ  gOl tOOヽ  

（4）文書の作成方法  

1）文書作成方法   

文書を作成する方法についてみると、診療所では、r市販の様式に手書き」（50．3％）が最  

も多く、次いで「コンピュータと手書き」（25．1％）となっており、病院では、「市販の様式  

に手書き」（37．3％）、「コンピュータと手書き」（37．3％）が最も多くなっている。また、大  

学病院においては、r市販の様式に手書き」（50．粥）が最も多く、次いで「すべて手書き」  

（18．1射 という結果であった。  

国表柑 文書作成方法  

Ol  101  ！0ヽ   301  101  50ヽ  101  】O1  801  gOl tOOl  

l・－％主演ロト川未森83－5％未満i5－ノ㍍長束如J蒜以上占五繭1  
l・コ咋ユノ叩コンピュータと軍i妄古志iの機動三重i妄iす六てi暮言古盲高書l  
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2）文書作成方法と文善作球時間との関連  

1日あたり文書作成に費やした総時間数を文書作成方法別にみると、以下のとおりである。  

図表20 文書作成方法別にみた文書作成時間（診療所）  

（5）文書提供による診療への影響  

り 文書提供による診療への影響   

文書提供による診療への影響についてみると、診療所では、「患者さんの待ち時間が長く  

なったt（81．8％）が最も多く、次いで「文書の控えの管理が大変になった」（69．6％）とな  

っており、病院では、r患者さんの待ち時間が長くなった」（64．4削が最も多く、次いで「文  

書の控えの管理が大変になった」（57．6％）となっている。また、大学病院では、「患者さん  

の待ち時間が長くなった」（76．1％）が最も多く、次いで「文書提供に時間がかかり診療時  

間帯を延長した」（53．5％）となっている。  

図表23 文書提供による診療への影響（全体）（複数回苔）  

合計（N＝830）  

00t   20（I■   ●801  8001  8001  ‖IOOヽ  

u  未】  未？  未3  6   
A q            照   軒  0   洒○  洒0  洒0・  0ご  回  

分′二        ： 分 二  答  
末∵    a  、¢  ∴′以 
溝二  「－う○  

分   
93  120  8：l  い13  55  43  

5：17                17．3≠  2：！．3％  t5．5≠  2fl．6ヽ  10．2％  8．0％   
臼  13  6  

コンビ 一夕  6つ       9，7ヽ  
13  30   

コンピュータと手i咋き   135  

52   

車趣の様式に壬メfき一  
11  

すべて手肯き  1臥6％  

無回答   3  

1臥2％  g．1≠    27，3ち   g川  

図表21文書作成方法別にみた文書作成時間（病院）  患者さんの持ち時間が暮くなった  
文書の替えの管理が大事になった  
稟■の治■を行う時Ⅶが★った  

文書嬢供に時㈹がかかり、書■畔間鞭を生井した   

文書提削こ縛仰がかかるため、柑の■書暮が■った  

一書さんへの持場や説明がより祐乗にで書るようになった  
患者さんの理禦が以前より深まった  

ロ叫での快明峰¶がはったのでよかった  

特にない  
その他  
書回答  

図表24 文書提供による診療への影響（診療所）（複数回答）  

鯵療所（N二53‖  

Ot）t   20（〉t  1801  8DOl  別）Ot tO（＝川  

図表22 文書作成方法別にみた文音作成時間（大学病院）  

患者きんの惰ち晴間が轟くなった  
文書の換えの管理が大■になった  

業際の治轟を行う時間が欄った  

文書書供に時間がかかり、鯵■晴¶青書廷轟した   

文書提裾＝時間がかかもため、1日の患者書が減った  

患者さんへの指導や悦明がより確実にできもようになった  
慮書さんの理靡が以闘より深まった  
口頭での説明時間が濾ったのでよかった  

矧＝ない  

モの他  
■困苦  
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図表25 文書提供による診療への影響（病院）（複数回答）  

■院（N三59）  

00ヽ   2001  小‖】t   80（I1  8001  10（l0l  

2）文書提供による診療への影響  

1日あたり総診療時間に占める文書作成時間割合と、文書提供による診療への影響（複数  

回答）についてみると、1日あたり総診療時間に占める文書作成時聞割合が1％未満と回答  

した群では25．5％が、10％以上と回答した群では7l．9％がほ際の治療を行う時間が減っ  

た」と回答しており、文書作成時間割合が高いほど治療時間が減ったと認識している傾向  

が見られている（図表26）。同様の傾向は、「患者さんの待ち時間が長くなったJ、「文書提供  

に時間がかかるため、1日の患者数が減った」、「文書の控えの管理が大変になった」でも見  

られている。また、1日あたり総患者数に占める文書提供患者割合別にみると、「実際の治  

療を行う時間が減った」で同様の傾向が見られた（図表27）。  

図表271日あたり総診療時間に占める文書作成時間割合にみた、文書提供による診療へ  

の影響（全体）（複数回答）  

患者さんの持ち時間が長くなった  
文書の控えの管理が大変になった  

東野の治■を行う時仰が減った  

文書提供に時間がかかり、鯵最時間帯を廷1した   

文書提供に時間がかかもため、‖ヨの慮看■が減った  

患者さんへの指■や瞼明がより破棄にできるようになった  

患者さんの理解が以前より畏まった  
口呵での蚊瞬時仰が減ったのでよかった  

特にない  

その他  
k回讐  

苺革帯肇教育弊彊  ・・事緩こ  十⊥          村  薫崇瀦  華象琵      準藻封  ・燕吉．‡阜拳  一き噌ノ・，ミ手早  革製埜  7二．ゝ1左ぎ策  
5  

合   計   830  10    ヽ   
5        噌  

l％木浦   5l           59ヽ   
15  

1－3％未構   133  105ヽ                308ヽ   
i2  

3～5％乗積   136          81ヽ  
18  

5一－10％夫檎   258  8、gt    0．8ヽ        2（）＿5■  
26  

1【I一弘以上   20：I   12．8■  
5  

無回答   49    10．2ヽ     2，Ot  

国表26 文書提供による診療への影響（大学病院）（複数回答）  

大学病院（H三221〉  

¢01   2【I01 1¢01  60∬1  8（101 1000t  

患者さんの持ち時間が長くなった  
文書の控えのt理が大彙になった  

実静の治療を行う晴仰が義った  

文書捜供に時間がかかり．書丘時間帯を延長した   

文書提供に時間がかかるため．＝】の虚看■が一った  

慮看さんへの指導や説明がより檀実にできるようになった  

患者さんの理解が以前より深まった  
□研での説明時間が減ったのでよかった  

特にない  

その他  
■回答  図表281日あたり捻患者軌＝占める文書捷供患者割合にみた文壬提供による診療への影  

苧（全体）（複数回儀）  

申射貫  
’ 鳥二軒書  

・ご、■プ亨 畿村喋  
宅構疇  ・熟  轟         海豊き  、∫将  黙  

85  
R3n   lII2l  

3  7  

01  24   4．2ヽ    4．2l   4．2ヽ    l：≧．5■      2≦l．2ヽ  
9  6  

1～10％稟議   61  14．   8ヽ   16l   9⊥墜  
36  

10～30％来所   3ワ8   110l  
17  て呑i  i盲1  

30～50％未満   218  6：l．9t  26．9ヽ  29．6t       0．9l    0．9l   
如  

50％以上  12ヽ   

7  

無炉l禦：  ‖3t  

15  
16   




